
�

 ● ●
は こ だ て 市 議 会 だ よ り　　平成 １８ 年８月１０ 日発行　

� � � � � �
�������	
	��

第２回定例会
◎＝満場一致で可決

平成１８年度補正予算 ................................................................ １０件
◎一般会計
◎港湾事業特別会計
◎国民健康保険事業特別会計
◎老人保健医療事業特別会計
◎介護保険事業特別会計
◎風力発電事業特別会計
◎水道事業会計
◎温泉事業会計
◎公共下水道事業会計
◎病院事業会計
条例の制定 ................................................................................ １件
◎地域交流まちづくりセンター条例（退場１名）
条例の改正 ................................................................................ １２件
◎議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する
　条例
◎職員賞慰金支給条例
◎重度心身障害者医療費助成条例等
◎市立函館保健所使用料及び手数料条例

◎廃棄物の処理および清掃に関する条例
◎日乃出いこいの家条例
◎戸井ウォーターパーク条例
◎学校給食共同調理場条例
◎市営谷地頭温泉使用条例
◎消防団員等公務災害補償条例
◎消防団員退職報償金条例
◎火災予防条例
工事請負契約 ............................................................................ ２件
◎北消防署亀田本町支署庁舎等改築主体その他工事
◎特別史跡五稜郭跡内箱館奉行所庁舎復元工事
人事案件 .................................................................................... １件
◎人権擁護委員候補者の推薦
その他 ........................................................................................ ６件
◎土地の購入
◎公有水面埋立て（２件）
◎新たに生じた土地の確認（２件）
◎町の区域の変更
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人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　

候
補
者
の
推
薦

   　

山　

本　

光　

明　

さ
ん

　

第
２
回
定
例
会
で
議
員
提
案

さ
れ
た
意
見
書
は
、
次
の
５
件

で
す
。

◎
Ｊ
Ｒ
三
島
（
北
海
道
・
四
国

　

・
九
州
）・
貨
物
会
社
に
係
る

　

支
援
策
等
に
関
す
る
意
見
書

◎
道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
書

◎
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
研
究
・

　

治
療
等
の
推
進
を
求
め
る
意

　

見
書

○
自
治
体
財
政
の
充
実
・
強
化

　

を
求
め
る
意
見
書

○
義
務
教
育
無
償
、
義
務
教
育

　

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と

　

負
担
率
２
分
の
１
復
元
を
求

　

め
る
意
見
書

 

  
◎
＝
満
場
一
致
で
可
決　

   
○
＝
賛
成
多
数
で
可
決　

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、
次
の

決
議
が
全
会
派
共
同
で
提
案
さ

れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

◎
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に

　

抗
議
す
る
決
議（
全
文
掲
載
）

  
◎
＝
満
場
一
致
で
可
決　

◇
北
消
防
署
亀
田
本
町
支
署
庁

舎
等
改
築
主
体
そ
の
他
工
事

　

消
防
組
織
機
構
再
編
計
画
に

基
づ
き
消
防
車
両
の
増
強
な
ど

消
防
力
を
強
化
す
る
た
め
改
築

す
る
も
の
で
、
建
物
の
構
造
・

規
模
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
、
延
べ
床
面
積
１
０
８

１
・　

�
、
請
負
金
額
は
１
億

６８

９
９
２
９
万
円
で
す
。

◇
特
別
史
跡
五
稜
郭
跡
内
箱
館

奉
行
所
庁
舎
復
元
工
事
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箱館奉行所（完成予想図）箱館奉行所（完成予想図）　

　

箱
館
奉
行
所
復
元
計
画
に
基

づ
き
箱
館
奉
行
所
庁
舎
を
復
元

す
る
も
の
で
、
建
物
の
構
造
・

規
模
は
木
造
平
屋
建
、
延
べ
床

面
積
９
７
９
・　

�
、
請
負
額

４０

は　

億
５
３
７
５
万
円
で
す
。

１６�
�
�
�
�

□
（
仮
称
）
西
桔
梗
野
球
場
整

備
事
業
用
地

　

西
桔
梗
町
２
５
２
番　

の
宅

２７

地
、
２
４
０
５
０
・　

�
、
の

２３

土
地
を
３
８
３
１
万
９
千
円
で

東
日
本
電
信
電
話
㈱
か
ら
購
入

す
る
も
の
で
す
。
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▽
函
館
漁
港
施
設
用
地

　

農
林
水
産
省
か
ら
出
願
さ
れ

た
も
の
で
、
入
舟
町
２
５
６
番

の
地
先
の
公
有
水
面
を
１
２
３

・　

�
埋
め
立
て
し
よ
う
と
す

５２
る
も
の
で
、
地
元
市
長
で
あ
る

函
館
市
長
の
意
見
を
求
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
同
意
す

る
も
の
で
す
。

▽
道
道
元
村
恵
山
線
道
路
敷
地

　

北
海
道
か
ら
出
願
さ
れ
た
も

の
で
、
古
武
井
町
１
１
４
番
地

ほ
か
８
筆
の
地
先
の
公
有
水
面

を
２
１
９
５
・　

�
埋
め
立
て

８１

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
地
元

市
長
で
あ
る
函
館
市
長
の
意
見

を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
に
同
意
す
る
も
の
で
す
。

　
質
疑　

公
有
水
面
埋
立
て
に
か

か
わ
る
道
道
元
村
恵
山
線
の
整

備
は
、
漁
業
面
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
の
面
か
ら
も
重
要
で
あ
る

と
思
う
が
、
推
渉
状
況
を
伺
い

た
い
。

答
弁　

公
有
水
面
埋
立
て
に
か

か
わ
る
道
道
元
村
恵
山
線
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
昭
和　

年
度

６２

か
ら
工
事
を
進
め
て
い
る
が
、

第
１
工
区
１
５
８
０
ｍ
の
う
ち

１
１
１
０
ｍ
が
既
に
完
成
し
供

用
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
公
有

水
面
埋
立
地
を
含
む
未
供
用
区

間
４
７
０
ｍ
に
つ
い
て
は
平
成

　

年
度
中
に
完
成
す
る
と
聞
い

１９て
い
る
。

　

ま
た
、
山
背
泊
漁
港
西
側
ま

で
の
第
２
工
区
５
１
０
ｍ
に
つ

い
て
は
平
成　

年
度
に
着
工
す

２０

る
予
定
と
聞
い
て
い
る
が
、
道

道
元
村
恵
山
線
は
、
漁
業
だ
け

で
は
な
く
観
光
の
面
で
も
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
部
局

と
連
携
し
な
が
ら
、
北
海
道
に

対
し
て
早
期
完
成
を
要
望
し
て

ま
い
り
た
い
。

函館漁港　函館漁港
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△
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

　

函
館
漁
港
ほ
か　

漁
港
の
整

１２

備
事
業
に
伴
い
生
じ
た
も
の
で

漁
港
施
設
用
地
と
し
て
新
た
に

６
９
４
０
６
・　

�
の
土
地
が

２５

生
じ
た
も
の
で
す
。　

　

函
館
港
港
湾
計
画
に
基
づ
き

万
代
地
区
物
揚
場
整
備
の
た
め

の
公
有
水
面
埋
立
て
が
平
成　
１８

年
３
月　

日
に
竣
工
し
、
新
た

３１

に
４
０
５
・　

�
の
土
地
が
生

７９

じ
た
も
の
で
す
。

△
町
の
区
域
の
変
更

　

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

の
区
域
を
隣
接
す
る
そ
れ
ぞ
れ

の
町
に
編
入
し
、
町
の
区
域
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

�������������� ●＝不採択　　△＝継続審査　　
（前定例会から引き続き継続審査となった陳情は掲載しておりません。）
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平　１８．４．２１

　　１８．５．１０

　　１８．５．２６

　　１８．７．５

●保険医療機関指定病院の指定についての陳情

●ゴライアスクレーン売却凍結に関する陳情　

△安全・安心の医療と看護・介護の実現のために医師・看護師等の大幅増員を求める陳情 

●函館港ゴライアスクレーンの観光資源、産業遺産として有効活用を求める陳情


